



































夏季に開催される第七回オリンピックアントワープ大会に国際オリンピック委員会委員として出席する嘉納に伴って渡英した。会田二七歳のときであった。数多いる講道館の柔道家らを差し置いて 田が派遣され 背景には、嘉納からの絶大なる信頼があったと思われる。海外派遣の目的は、欧州各国に正しい講道館柔道を普及させることだった。会田は約三年間イギリスに滞在してロンドン武道会を中心に数百人に柔道 教授し、ケンブリッジ大学やオックスフォード大学などの学生やサウサ プトンのカルショ ト海軍飛行学校にも出張して指導した。この時のことを、後年会田は次 よう 述懐 てる。








































柔術クラブ連盟とシュパンダウの警察学校の正式な招聘により、一九二六（大正一五）年の夏、パリを後にして待望のベルリンに移転。当時はベルリン市民も熱烈な歓迎ぶりで、ドイツの新聞では会田のベルリン入りを報じ、柔道の公演会場にあてられた大公会堂は満場立錐の余地もないほど 盛況であったという。ドイツの報道では大々的に日本柔道 真価を賞賛し、これを機にドイツ柔術 講道館柔道に傾倒してくるようになっ （前掲「序にかへて」 『図解柔道』 ） 。ドイツでも約二年間柔道教育に努めた会田は、一九二八（昭和三）年一 月、日本に帰国した。渡欧してから約八年間 歳月 経 いた帰国後の一九二九（昭和四）年一月には講道館柔道六段に列されている。
国士舘と会田の出会いはここからである。先述したように、一九二九年四月に、中等教員の養成
を目的とする国士舘専門学校が開設されると 講 館の錚々たる柔道家が講師陣に迎えられ、嘉納治五郎の高弟であり講道館四天王として知られる山下義韶や飯塚國三郎とともに会田も柔道教員 就任した（厳密にいえば、山下や飯塚よりやや遅れて就任） 。会田 帰国時期から推察するに、国士舘専門学校が開設される あたり




には法政大学で柔道講師を兼任していた。また、柔道指導の傍ら、自身は一九三六（昭和一一）年二月には講道館柔道七段に列され、同年一一月には文部省中等全国中等学校教員武道講習会講師、一九四一（昭和 六）年一一月には文部省中等学校教員長期武道講習会講師、一九四三（昭和一八）年六月に 講道館審議会委員を務め、 四 九 二 は 柔道八段を授与されている。
話が多少それるが、ここで戦中・戦後の柔道教育につ




二〇日） 。特に柔道の鍛錬内容は、基本として礼法や当身技が教えられ、応用 極技と投技があった。投技よりも当身技が重視されたあたり、戦時下において柔道が実戦を目的とした教材に変えられたことの証としてみることができる。このことからも、中等教員養成を主眼としていた国士舘においても、武道の指導が戦 してより一層重視されるようになっ ことは想像に難くない。一九四三年三月には体育局長通牒で「戦時学徒体育訓練実施要綱」が出 た。これは文部省が学徒体育訓練の重点種目を指定して積極的指導に乗り出したもので、特に男子にあっては卒業後直ちに軍人として戦場に赴くのに必要な資質の育成に努めるものだった。 の訓練種目は戦技訓練・基礎訓練・特技訓練の三種 大別され、銃剣道 、剣道・柔道は基礎訓練 指定され、武道が本来 意味である精神修養よりも戦力増強利用されていくこととなる。
一九四五（昭和二〇）年八月に終戦を迎えると、ＧＨ














みると、一九五三（昭和二八）年の経済科（二部）と国文科を擁する国士舘短期大学創設時には「体育 実技・理論） 」の専任講師、その後一九五六（昭和三一）年四月の短期大学体育科設置申請 際に「体育方法（柔道 」と、ようやく「柔道」の文字が確認できる。この頃には会田は国士舘のほかに法政大学や明治薬科大学でも柔道師範として指導し、講道館審議委員 講道館国際委員、全日本柔道連盟評議員などの要職も務めていた。
一九五八（昭和三三）年に国士舘大学が創設され体育
学部が開設する 、会田は体育学部教授に就任した。同時に、国士舘大学 部初代部長としても活躍し、後進の育成 力を注いだ。同年の五 には講道館柔道九段を授与され、また、年月は不詳だが勲三等 叙勲 受けている。
会田は、法人の役員としても国士舘を支えた。













ことは四〇数年経た今も、ありありと身体が覚えています」 （ 「国士舘大学柔道部時代の思い出」 〔上野孫吉『国士舘大学柔道八〇年史―国士舘を創った人達と柔道部の歴史―』国書刊行会、平成一一年四月二六日〕 ）と回顧し、同じく一期生の川人芳正は「嘉納先生の直弟子であった会田彦一先生は、いつも端正に正座され、厳しさと慈愛に満ちた姿で見守ってき
（ママ）
ただき、学生から敬慕
されていた」 （ 「朝稽古と寮生活」 〔前掲『国士舘大学柔道八〇年史―国士舘を創った人達 柔道部の歴史―』 〕 ）と会田の印象を振り返っている。
最後まで学生とともにあった会田の言葉に、次のもの
がある。
私の蒔いた種は誠に取るに足らぬが、柔道の強い生命力は必ず世界各国に開花結実する事を信じ（中略）母校の高師や国士館、法政大等に教鞭を取つて来たのも学生と共に正しい柔道を培いその発展 祈る悲願に外ならない。 （会田彦一「序にかへて」 〔前掲『図解柔道』 〕 ）
柔道を精神修養の手段と捉え純粋に柔道の発展を願
う、柔道の伝道者・教育者であった会田が築いた国士舘
柔道は、これからも受け継がれ発展していくのだろう。
